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志免町

「体育協会」……通称「体協」と言つています。
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平成 2年 4.1
体育協会事務局

志免町社会教育課内
TEL ⑮ 7100(
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平成 2年国体 (相撲競技)を 町民挙 げて成功 させ ま しょう。

「 広 報 じめ まち」 と一緒に保管 していただければ幸 いです 。
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皆 さん、 自分 の好 きなスポ ー ツで、い い汗流 してみ ませ んか .4′

「志免町体協」では、町民の健康 と融和、青少年の健 全育成 をスローガ ンに活動 を進 めています
=

現在、体協 は、12の 団体 (別表 13)で構成 され、活動 七年々盛 んになっています。

て、地域 には、スポーツ愛好者か らなるスホーツクラフも増 えています。是非、 この機 会 :[自 分の

ヽ力 を点検 し、自分の好 きな自分 にあった スホーツに挑戦 してみて くだ さい。 体 協 で は、町民 の皆

さんの入会 を心 か ら歓迎 致 します。

ちヽ後 t,十号さんとともに、各‐不重スポーーツを通 じて、(建康で`明 るい日丁 ブ́
｀
〈り|[努めて tヽ きた tヽ とせ・ まヽす。
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町
民
の
皆
さ
ん
、
会
員
の
皆
さ
ん
、

お
元
気
で
お
過
し
の
事
と
思

い
ま
す
。

我
が
体
協
も
、町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
さ
ら
に
、会
員
相
互
の
融
和

と
協
力
で
、
全
員

一
九
と
な
っ
て
社
会
体

育
発
展
の
た
め
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
年
頭
に
当
り
、
今
年
は
、
待
ち

に
待

っ
た
第
４５
回
と
び
う
め
国
体
の
年

で
あ
り
、　
一
段
と
「
ふ
ん
ど
し
」
の
紐
を

締
直
さ
ね
ば
と
、
心
に
誓

い
ま
し
た
。

十
月
に
志
免
町
で
開
催
さ
れ
る
相
撲
競

技
は
、
何
が
何
ん
で
も
成
功
さ
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

全
国
各
県
か
ら
参
加
さ
れ
る
選
手
、

役
員
並
び
に
、
応
援
に
来
ら
れ
る
皆
さ

ん
全
員
が
、

「
あ

ゝ
志
免
町
は
良
か

っ

た
。」
設
備
や
環
境
は
も
と
よ
り
、
特
に

町
民
あ
げ
て
の
こ
こ
ろ
暖
ま
る
歓
迎
と
、

接
待
が

一
生
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い

大
き
な
思
い
出
と
な
る
よ
う
。

そ
れ
に
は
、
何
は
と
も
あ
れ
町
民
全

体
が
、
町
長
を
先
頭
に
、　
一
九
と
な
る

心
の
協
力
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
我
が
体
協
は
、
昨
年
の
リ
ハ
ー

サ
ル
国
体
で
の
体
験
を
生
か
し
、　
一
致

協
力
す
る
こ
と
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か

「
ふ
ん
ど

し
」
の
組
を
締
め
直
し
て
下
さ
い
。

又
、
四
月
に
は
念
願
の
郡
体
協
が
設

立
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

各
町
行
政
長
に
よ
る
ご
理
解
と
、
ご
協

力
に
依
る
も
の
で
、
心
か
ら
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
ｃ

又
、
七
月
の
郡
民
体
育
大
会
は
、
国

体
の
関
係
上
、
各
町
分
散
開
催
と
な
り
、

我
が
志
免
町
で
は
、
軟
式
庭
球
と
剣
道

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
体
、
郡
体
と
共
に

我
が
体
協
は
、
責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し

ひ
し
感
じ
ま
す
ｃ

あ
る
新
聞
の
社
説
に
、
現
代
少
年
の

寿
命
は
、
人
生
僅
か
五
十
年
説
が
今
社

会
問
題
と
な

っ
て
い
る
と
か
。

理
由
は
、
栄
養
の
取
過
ぎ
と
、
運
動

不
足
に
あ
り
、
既
に
小
学
三
、
四
年
生

ぐ
ら
い
か
ら
成
人
病
に
侵
さ
れ
て
い
る
、

速
か
に
法
規
制
か
何
か
手
を
打

つ
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
と
、
言

っ
て
い
ま
す
ｃ

こ
の
記
事
を
読
み
、
我
々
体
協
は
、社

会
体
育
に
お
け
る
ス
ホ
ー
ツ
少
年
の
健

全
育
成
を
、本
腰
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

大
き
な
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
ま
す
こ

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
大
き
な
問
題
を
遂
行
す
る
に
は
、
何

ん
と
言

っ
て
も
、
町
行
政
と
町
民
皆
さ

ん
の
深

い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
挨
拶
に
か

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
ｃ

会

長

あ

さ

つ

ヽし

広
が
る
窟
情
と
連
帯
の
輔
の
中
で
″

―

―
大
熱
戦
の
郡
民
体
育
大
会
８９
１

粕
屋
町
を
主
会
場
に
、
昨
年
７
月
９
日
日
、
第
３８
回
粕
屋
郡

民
体
育
大
会
が
開
か
れ
、
粕
屋
郡
８
町
か
ら
約
二
千
人
の
選
手

が
参
加
、
陸
上
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
１０
種
目
に
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
ｃ

志
免
町
か
ら
も
二
九
〇
名

の
選
手
団
が
出
場
、
陸
上
、
剣
道
、

相
撲
等
で
優
勝
し
た
ほ
か
、
各
種
目
で
健
闘
し
ま
し
た
。

※
大
会
成
績

（団
体
三
位
以
内
の
み
）

―

陸

上

―

▽
総
合
優
勝
　
　
▽

一
般
男
子
＝
優
勝

▽

一
般
女
子
＝
優
勝
　
　
▽
青
年
女
子
＝
三
位

▽

一
般
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
＝
優
勝

▽

一
般
女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
＝
二
位

▽
年
令
別
女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
＝
二
位

▽
小
学
生
リ
レ
ー
＝
二
位

―

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ー

▽

一
般
男
子
＝
優
勝

▽

一
般
女
子
＝
二
位

―

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ー

▽

一
般
男
子
＝
二
位

▽
青
年
男
子
＝
二
位

▽

一
般
女
子
＝
三
位

―

剣

道

―

▽

一
般
男
子
＝
二
位

▽
青
年
男
子
＝
優
勝

―

相

撲

―

▽

一
般
の
部
＝
優
勝

▽
小
学
生
の
部
＝
三
位

―

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ー

▽
　
般
女
子
＝
三
位

―

卓

球

―

▽

一
般
の
部
＝
三
位

―

軟
式
庭
球

―

▽
団
体
＝
優
勝

―

硬
式
テ
ニ
ス

ー

▽
男
子
＝
三
位

▽
女
子
＝
三
位

と
び
う成
め

〓

〓
入

■
一

，ス

上
ｒ

ｉ

ツ

岡
県

で
開

語

国
技

と
さ
れ

て

が
今
年
福

い

み
な
ぎ

る
力

す

。
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「 広報 じめ まち」 と一緒に保管 していただければ幸 いです 。
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一緒にイイ汗流 しましょう ./

(入部希望 者 は下記 まで ご連 絡 を)

志 免 中 学 校
J己 女子  フロ毎文
8935-71()0

楽 しく活動 す る事 た目的 と し
てい ます。成人男 、女募集 中′′午前 7時～ 8時

午後 8時半～ 9時半
牛文里予  イ申ナ6
● 935-8304 青年男子、女子一緒に走ろう

`′

午後 8時～10時 中 央 小 体 育 館
中 山  孝 一
1口,935-1001 部員募集中

`′

午後 5時半～ 7時半 志 免 中 武 道 場 篠⇒甫 事事日青
■ヨ,611-2952

5才以 上 男 女 を問 わ ず加 入 で
き ます 。

町 民 体 育 館
橋 本
8936-

俊 嗣
5208

午後 5時～ 8時
午後 5時～ 7時

火・本・午後 6時 ～ 8時
」ニ  ク 3日寺～ 5日寺 南 小 体 育 館

宮 川  英 俊
■:,935-8504

剣道 を通 じて親子の対話を
`/お父さん、お母 さんお気軽に

……お越 しください.

午前10時～12時
横
ト一

場

コ

役
スニ

旧

テ
藤   龍 己
■:,935-1001

楽肖解

う

ス

よ

レ

し

卜

ま
ス
し

と
流

進

を

増

汗

力

く

体

し

午前 9時半～12時半 総合 ス ポー ツ公園 中 牟 田修 身
15,935-1001

青 空 の 下 、 思 い 切 り白球 を打
と う。 部 員 募 集 ′′

午後 6時～ 9時
午‐イ麦 6日寺～ 8日寺

町 民 体 育 館
桜丘共同利用施設体育館

世 利  用券義
2:,935-1789

体 力増 強 に女 性 の 方 は美 と健
康 にブ、会 をお待 ち します 。

午後 5時半～ 7時 岩崎神 社横 相撲場 世利良末 935-1001
吉 村  定 935-2367 す も うに興 味 の あ る方 お気 軽

|こ ど うぞ .

午後 7時～ 9時 町 民 体 育 館 佐 藤  和 也
1ヨ,936-1648 きたえよう心と体。

午後 7時半～10時 志 免 中 卓 球 場
石定 イ麦イテ|1夜

'8935-2528

町 民 体 育 館
杉 本 美 喜 子
8621-1662

卓球 を通じ、素晴らしい思い

出を残 して見ませんか./午後 7時半～ 9時半

西 小 運 動 場
三

７４
憲
８９

畔
９３

中
ａ

中 央 小 運 動 場 稲 永  恒 光
● 935-0923
浦 田   禎
1■ 935-8053

西 小 運 動 場
′Jヽ [謡・ 3ム
1日1935-6476

中 央 小 運 動 場
広 川  政 幸
燿:,936-0649

南 小 運 動 場 世 利  正 朝
1日,936-4255

東 公 園 グ ラ ン ド 井 上   修
8935-2563

中 央 小 運 動 場 イ左イ白   ツ青
■ヨ,935-4207

中 央 小 運 動 場
音 田  宏 生
18,936-0017

栗 山  正 幸
8935-2211

西 小 運 動 場
西 村  芳 雄
8621-3115
久保 田 勉
■:,935-3465東 小 運 動 場

東 公 園 グ ラ ン ド 水 上  義 春
1ヨ,935-2557
平 山  作 蔵
2ヨ,935-9011

町民の皆さん一緒にグランド

を走 り廻 りませんか。各チー

ム共皆様のご参加 をお待ちし

ています。

社会人の方ならば誰でも、加

入できます。

お気軽にどうぞ。お尋ねくだ

さい。

リーグ戦開幕 (前期 )

成人ソフ ト大会

動労女子ソフ ト大会

ジュニアソフ ト大会

リーグ戦 (後期 )

水戸杯 トーナメント大会

田丁fl本不     ″      ″南 /」  ヽ 運 動 場

午後 7時半～ 9時半 志 免 中 体 育 館
内 山  久 枝
:口1935-7731

フ レ ノンュ な貴 女′ヽ、バ レー ホ
ー ル を して み ませ ん か

`′

午後 7時半～ 9時半 中 央 小 体 育 館
南 小 体 育 館

田 中 恵 美 子
13935-5479

活気 あふ れ るマ マ さん ば か り
貴 女 も ど うぞ

`′

午後 8時～10時 南 小 体 育 館 飯 田  郷 子
1ヨ,935-9649

今 の体 力 を維持 す るため にバ
レーボールで汗 を

`′

午後 8時～10時 南 小 体 育 館 石 橋 美 重 子
1ヨ,935-8636

|ま とんどンニアチ~ム です若 さ
を保つために頑張 っています (′

午後 7時半～ 9時半 東 小 体 育 館
志 免 中 体 育 館

熊 谷  成 美
1ヨ,935-8862

バ レー ボ ー ル の 好 きな貴 女 /
お待 ち して い ます 。

午後 7時半～ 9時半 西地 区社会体 育館
堤   都 子
2:,611-2594

運 動 不足解消 のため に、
にいい汗 をか きま しょう

一 緒

午後 7時半～ 9時半 東 小 体 育 館
辻 ヨ シ ノ
■ヨ,935-6607

は っ き り言 っ て オバ タ リア ン
チ ー ムで す 。 お気 軽 に 4′

午後 8時～10時 志 免 中 体 育 館
月 lヽ山   月券

=:,947-5416
で す 。一 緒 にバ レーボールを″
仕 事 の後 の 爽 や か な汗 、最 高

午後 8時～10時 東 小 体 育 館
安 川  繁 典
1日,935-1001

30才 か らス ター ト楽 しいバ レ
ーボール を′′

午後 8時～10時 東 小 体 育 館
生 田  1進
■ヨP935-9745 若者よ集まれ//

午後 8時～10時 東 小 体 育 館
東 地 区 社 会 体 育 館

丸 田香 代 子
● 936-3827 若者よ集まれ

`′
午後 5時～ 7時
但し1輝 日 1日寺～ 3日寺 南 小 体 育 館

高橋  敏 治
1ヨ,936-1900

婆
`し

くツ舌動戸■る :事:を 目白勺に ガ
ンバ ンテ い ます 4′

日寺
日寺

午後 5時～ 7
但し土曜日2時～ 5

中 央 小 体 育 館
田丁 f氏  イ本 '育  会官

管   正 範
8935-0023

スポーツの楽 しさをバ レーボー
ル を通 して味 わっていきたい/′

午後 5時～ 7時半
但 _土 曜 日3日寺 ～ 6日寺

東地 区社会体 育館
中村 フサ子
1日,936-4336

スポー ンが好 き
ます。全 国 大 会

になる子 を育 て
まであと一 歩′′

「広報 じめまち」と一緒に保管 していただければ幸いです。

連 絡 先

毎月第11日 曜日

1年口亭1本1全 |
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体協だより 4ヽ、

硬
式
テ
ニ
ス
協
会

仲
道
　
朋
子

（王
子
八
幡
）

十
年
前
、
ボ
ー
ル
が
ラ
ケ
ッ
ト
に
当

っ
た
時
、
テ
ニ
ス
は
簡
単
だ
と
思

っ
た
ｃ

昨
日
、
試
合
に
負
け
た
時
、
テ
ニ
ス
の

難
し
さ
を
感
じ
た
。
バ
レ
ー
を
や
め
て
、

テ
ニ
ス
を
始
め
た
時
、
ネ

ッ
ト
の
低
さ

が
嬉
し
か

っ
た
。
今
、
た

っ
た
９０
セ
ン

チ
の
ネ

ッ
ト
が
高

い
と
感
じ
て
い
る
。

結
局
テ
ニ
ス
は
思

っ
た
よ
り
難
し
い
。

し
か
し
、
下
手
は
下
手
な
り
に
、
秘
か

に
、
『
テ
ニ
ス
は
手

ニ
ス
に
非
ず
、
足

ニ

ス
に
あ
り
』
と
、
け
な
げ
に
も
、
ジ

ョ

ギ
ン
グ
に
励
む
昨
今
で
あ
る
。

人
は
こ
れ
を
無
駄
な
抵
抗
と
い
う
ｃ

し
か
し
、
人
生
八
十
年
、
急
ぐ
こ
と
は

な

い
と
、

『自
由
時
間
』
を
活
発
に
使

っ
て
い
ま
す
Э
主
な
活
動
は
、
郡
大
会

の
他
、
春
季

（
４
～
６
月
）
及
び
秋
季

（
９
～
１１
月
）
の
日
曜
日
、　
一
般
町
民

も
対
象
と
し
た
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
．

さ
ら
に
ス
ク
ー
ル
の
最
終
日
に
は
、

ス
ク
ー
ル
の
成
果
を
試
す
機
会
と
親
睦

を
兼
ね
て
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催
し
、
技

量
を
発
揮
す
る
人
も
ま
た
そ
の
後
の
宴

会
で
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
人
も

い
ま
す
ｃ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
員
の
も
と
、

『
ひ
と
り
は
み
ん
な

の
た
め
に
、
み
ん

な
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」
を

モ

ッ
ト
ー

に
、
家
庭
的
な
雰
囲
気

で
楽
し
く
練
習

し
て

い
ま
す
ｃ
「余
暇
時
間
を
あ
な
た
は

ど
う
使
わ
れ
ま
す
か
」

テ

ニ
ス
で

ぃ
ぃ

汗
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

も
お
気
軽
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
の
ぞ

い

て
み
ま
せ
ん
か
。

菅
　
　
貴
子

元
気

一
杯
、
私
た
ち
志
免
町
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
、
毎
週
木
曜
日
、

志
免
中
央
小
学
校
の
体
育
館
で
、
午
後

８
時
か
ら
１０
時
ま
で
楽
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
ｃ

練
習
内
容
は
、
四
角
パ
ス
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ
ュ
ー
ト
、
そ
れ
か
ら
実
戦
練
習

と
適
度
な
運
動
量
で
す
の
で
、
よ
い
気

分
転
換
に
も
な
り
、　
一
日
の
疲
れ
も
か

え

っ
て
忘
れ
る
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

運
動
消
費
量
も
、
縄
と
び
や
サ
ッ
カ
ー

と
同
程
度
の
消
費
量
を
示
す
ス
ポ
ー
ツ

で
す
の
で
体
に
た
ま

っ
た
ス
ト
レ
ス
や

脂
肪
な
ど
の
不
用
物
を
少
な
く
し
て
ゆ

く
に
は
、
効
率
の
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
わ
き
あ

い
あ

い
と
練
習
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ

ュ
ー

ズ
さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
体
を
動
か
す
事
が
好
き
な
方
は
、

私
た
ち
の
チ
ー
ム
で

一
緒
に
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
部
員

一
同
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

陸
　
　
上
　
　
部

宮
地
　
功

一

（王
子
八
幡
）

ヤ
ッ
タ
ー
″
　̈
そ
の
時
私
達
は
、
大

き
な
歓
声
を
あ
げ
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

私
達
、
志
免
町
陸
上
競
技
選
手
団
は
、

昨
年
夏
の
粕
屋
郡
民
体
育
大
会
で
二
年

連
続
総
合
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
ｃ

夢
に
も
思
わ
な
か

っ
た
総
合
優
勝
、
そ

れ
は
、
走

っ
た
り
、
跳
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
好
き
な
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
た
結
果
な
の
で
す
。
皆
ん
な

で
勝
ち
取

っ
た
栄
光
な
の
で
す
。

大
会
に
向
け
て
の
練
習
は
、
仕
事
終

了
後
の
夜
間
で
あ
る
た
め
、
時
間
的
に

苦
し
い
の
で
す
が
、
内
容
は
、
充
実
し

た
も
の
で
大
変

ハ
ー
ド
で
す
。

し
か
し
、
そ
こ
に
集
ま

っ
て
来
る
人

達
は
皆
、
自
分
な
り
の
目
標
を
持

っ
て

練
習
し
て
い
ま
す
。

そ
う

い
う
中
か
ら
郡
大
会
で
上
位
を

占
め
た
り
、
県

・
全
国
大
会
の
出
場
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
等
で
良

い
結
果
が
出
せ

る
の
だ
と
思

い
ま
す
ｃ

そ
し
て
、
こ
こ
で
新
し
い
仲
間
や
、

い
ろ
ん
な
思

い
出
が
作
れ
ま
す
。
こ
の

時
、　
一
番
最
高
だ
と
私
は
感
じ
ま
す
ｃ

運
動
不
足
の
人
、
毎
日
何
と
な
く
テ

レ
テ
レ
過
ご
し
て
い
る
君
達
。
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
仲
間
が
集
ま
る
、
陸
友
会

で
あ
な
た
も
走

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
汗

ミ111

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
し
い
何
か
を
私
達
と

一
緒
に
作
り

キ
い
し

よ

う

ｏ

居

〈□
　
道
　
部

安
部
賀
寿
雄

（向
ヶ
丘
）

″居
合
道
″あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
ス

ポ
ー
ツ
の
よ
う
で
す
が
、
全
日
本
剣
道

連
盟
居
合
道
部
と
し
て
組
織
も
し

っ
か

り
し
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
す
。

初
心
者
や
若
年
の
方
は
、
も
ぎ
刀
を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
練
習
を
積
み
重

ね
て
行
く
う
ち
に
真
剣
を
使
用
し
ま
す
。

老
若
男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
ｃ

現
在
、
二
月
の
昇
級
昇
段
審
査
に
向

っ
て
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
い
ま

す
ｃ

ど
う
ぞ
、
気
軽
な
気
持
で
参
加
し
て

見
ま
せ
ん
か
ｃ

毎
週
土
曜
日
、
町
民
体
育
館
で
練
習
し

て
い
ま
す
ｃ

「広報 じめまち」 と一緒に保管 していただければ幸いです。

バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部



//体協だより 5

剣

　

道

　

部

川
ロ

俊
盛

（桜
丘
）

志
免
南
小
学
校
の
体
育
館
を
借
用
し

て
剣
道
の
指
導
を
や

っ
て
い
る
桜
武
館

剣
道
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

館
長
は
、
福
岡
県
警
の
警
察
学
校
の
剣

道
教
士

「宮
川
英
俊
」
先
生
の
指
導
で

週
に
火
木
上
を
稽
古
目
に
し
て
い
ま
す
〓

今
日
は
剣
道
と
は
何
か
？
剣
道
を
学

ぶ
目
的
に
つ
い
て
書

い
て
み
ま
す
。

時
代
の
流
れ
と
共
に
世
相
が
変
り
学

校
教
育
の
変
化
に
従

い
最
近
の
子
供
は

私
達
の
常
識
で
は
判
断
で
き
な

い
過
激

な
行
動
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
紙
上
制

限
の
為
、
そ
の
悪
世
相
の
実
態
を

一
つ

一
つ
具
体
記
で
き
な

い
が
、
そ
の
不
良

化
世
相
の
原
因
は
、
す
べ
て
育
ち
行
く

子
供
達
に
対
す
る
心
の
教
育
精
神
的
指

導
の
欠
陥
が
生
み
出
し
た
と
云

っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

そ
こ
で
桜
武
館
剣
道
は
竹
刀
で
打
ち

合
う
技
術
と
勝
ち
負
け
を
争
う
試
合
優

先
の
指
導
を
二
の
次
に
置
き
、
一
人
に
崎

つ
前
に
先
づ
自
分
自
身
の
心
に
勝
つ
」

こ
と
を
力
説
、
心
の
教
育
を
大
事
に
し

て
、
剣
道
は
人
を
打

っ
た
り
斬

っ
た
り

す
る
こ
と
に
非
ず
、
己
の
弱

い
心

・
迷

い
の
心
を
打
ち
切
る
も
の
で
あ
り
、
人

の
心
の
痛
み
の
分
る
人
間
で
あ
り
、
人

と
人
と
の
和
合
、
親
を
尊
敬
し
礼
儀
を

正
し
く
教
育
し
日
常
生
活
の
行
動
す
べ

て
、
こ
れ
剣
道
で
あ
る
と
理
解
さ
せ
、

剣
道
の
目
的
は
正
し
く
厳
し
い
修
錬
に

依
り
清
く
正
し
く
邊
し
い
心
の
持
ち
主

に
な
り
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
、
こ
れ
が
剣
道
で
あ
る
と
信

じ
て
指
導
し
て
い
ま
す
ｃ

六
十
才
、
七
十
才
以
上
で
尚
盛
ん
に

剣
道
さ
れ
て
い
る
人
も
数
多
く
、
親
子

で
健
康
づ
く
り
に
桜
武
館
剣
道
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
こ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

昨
年
は
、
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、

元
号
が
昭
和

か
ら
平
成

へ
と
変
わ
り
ま

し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
も
、
平
成
元
年

度
と
し
て
新
役
員
体
制
に
よ
リ

ス
タ
ー

ト
し
、　
一
年

間
の
行
事
を
何
と
か
無
事

に
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

平
成

二
年
度
は
、
十
月
に
志
免
町
に

於

い
て

「第

４５
回
国
民
体
育
大
会
」

の

相
撲
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
み
ん
な
の
力
で
是
非
と
も
成
功

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け

体
育
協
会
は
そ
の
先
頭
に
な
り
成
功
に

向
け
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
も
体
育
協
会
の

中
で
先
頭
に
立
て
る
様
に
役
員
体
制
の

充
実
と
会
員
の
意
識
向
上
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
ｃ

又
、
国
民
体
育
大
会
を
機
に
町
全
体

が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の

一
層
の
盛
り
上

が
り
を
切
に
願

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

卓

　

球

　

部

正
田
　
昭
夫

（南
里
）

「楽
し
み
」
「目
標
」
「協
調
」
こ
れ
は
、

自
分
が
卓
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け

て
い
る
間
、特
に
実
感
し
て
い
る
事
で
す
。

私
が
卓
球
部
に
加
入
さ
せ
て
項
い
て

ま
だ
二
年
余
り
し
か
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん

が
、
も
う
五
年
も
十
年
も
皆
さ
ん
と

一

緒
に
ブ
レ
ー
を
し
て
い
る
様
に
感
じ
て

い
ま
す
。

入
部
す
る
前
に
は
堅
苦
し
い
内
容
で

魅
力
が
な

い
よ
う
だ
。
直
ぐ
に
で
も
や

め
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
ｃ

し
か
し
、
そ
ん
な
心
配
も
全
く
な
く
、

皆
さ
ん
は
、

い
い
人
ば
か
り
で
、
の
び

の
び
と
活
動
さ
せ
て
貫

っ
て
い
ま
す
。

自
分
な
り
に
も
、
強
く
な
り
た
い
と

い
う
目
標
を
持
ち
、
プ
レ
ー
し
て
い
る

充
実
感
が
有
り
、
本
当
に
卓
球
部
に
入

っ
て
良
か

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
皆
で
楽
し
く
フ
レ
ー

す
る
事
を
基
本
に
お
い
て
、
さ
ら
に
数

多
く
大
会
に
出
場
し
、
全
体
的
な
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
計
る
事
も
目
指
し
て
い
ま

す
。又

、
部
内
の
親
睦
を
深
め
る
意
味
で
、

色
々
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
行
事
も

定
期
的
に
行
な

っ
て
い
ま
す
。

練
習
日
は
、
火
・本
・土
夜
七
時
半
か

ら
、十
時
迄
志
免
中
学
校
で
、
金
曜
日
は

安
川

繁
典

は
、
八
時
頃
か
ら
九
時
半
ま
で
、
町
民

体
育
館
に
於

い
て
女
性
を
主
に
卓
球
教

室
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
、
是
非
参
加

し
て
見
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
ｃソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

私
達
が
志
免
町
民
と
し
て
明
る
く
楽

し
い
生
活
を
送

っ
て
い
く
為
に
は
、
第

一
に
健
康
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
ｃ

そ
の
為
に
は

一
年
を
通
し
て
続
け
ら

れ
る
健
康
法
を
持

つ
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
は
、
若

い
人
も
年
配
の
人
も

一
緒
に

ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ボ
ー
ル
を
追

っ
て
走

り
廻
れ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
最
適
だ
と

思
い
ま
す
。

私
達
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
も
発
足

し
て
十
三
年
を
迎
え
ま
し
た
。
発
足
の

当
初
の
メ
ン
バ
ー
を
見
ま
す
と
、
「
六

・

三
制
野
球
ば
か
り
が
う
ま
く
な
り
」
と

言
わ
れ
た
人
達
が
中
心
で
し
た
が
、
各

チ
ー
ム
若

い
人
が
加
入
し
、
若
返
り
、

親
子
で
出
場
す
る
楽
し
み
も
あ
る
よ
う

で
す
。
息
子
の
若

い
力
と
親
の
熟
練
し

た
技
を
競
う
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

シ
ー
ズ
ン
は
二
月
の
町
長
杯
に
始
ま

り
、
十
四
チ
ー
ム
が
Ａ

・
Ｂ
リ
ー
グ
に

分
れ
て
二
回
総
当
り
の
リ
ー
グ
戦
を
行

い
ま
す
。

昨
年
は
若

い
人
が
三
冠
王
を
獲
得
し

「広報 じめまち」と一緒に保管 していただければ幸いです。
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ヽ _

て
他
の
人
の
目
標
に
な
り
力
を
競
う
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。

五
月
頃
、
成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
婦
人
層
の
多

数
参
加
を
待

っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に

は
、
ジ

ュ
ニ
ア
の
大
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
小
学
生
の
皆
さ
ん
は
練
習
を

積
ん
で
技
と
体
力
の
向
上
に
努
力
し
て

お
い
て
下
さ
い
。
六
月
の
郡
大
会
に
は

女
子
の
大
会
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

女
子
の
チ
ー
ム
の
参
加
を
待

っ
て
い
ま

す
。

軟

式

庭

球

協

会

中
牟
田
修
身

志
免
町
民
三
万
五
千
人
足
ら
ず
の
中

で
、
同
じ
趣
味
を
持

つ
仲
間
二
十
人
程

度
の
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
す
が
楽
し
く
愉

快
な
雰
囲
気
で
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。

練
習
場
は
総
合
公
園
の

一
角
で
、
緑

に
囲
ま
れ
た
大
変
環
境
の
よ
い
と
こ
ろ

で
す
ｃ

小
鳥
が
さ
え
ず
る
中
で
、
仲
間
の
力

強
い
打
球
を
目
で
し
っ
か
り
と
と
ら
え
、

足
を
踏
ん
ば
り
、
思
い
き
リ
ラ
ケ

ッ
ト

を
振
り
上
げ
て
白
球
を
打
ち
返
す
そ
の

壮
快
さ
は
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

高
校
の
と
き
に
テ
ニ
ス
を
始
め
て
以

来
、
何
百
試
合
も
経
験
し
て
き
て
い
る

の
で
す
が
、
試
合
前
の
緊
張
感
は
昔
と

少
し
も
変
わ
ら
な

い
し
、
勝

っ
た
と
き

の
よ
ろ
こ
び
も
、
負
け
た
と
き
の
く
や

し
さ
も
、
学
生
時
代
そ
の
ま
ま
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
テ
ニ
ス
は
年
令
、
体

力
に
応
じ
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

の
で
、
無
理
を
せ
ず
に
息
永
く
続
け
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

軟
式
庭
球
協
会
に
は
、
最
近
若

い
人

の
入
部
が
少
な
く
、
平
均
年
令
が
や
や

高
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
粕
屋
郡
の

大
会
で
は
い
つ
も
何
組
か
が
上
位
に
入

賞
し
て
賞
状
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
も
ら

っ

て
き
ま
す
し
、
年
に

一
回
だ
け
行
わ
れ

る
団
体
戦
で
は
、
こ
こ
五
年
間
に
四
同

優
勝
の
実
績
が
あ
る
郡
内
最
強
の
テ
ー

ム
で
す
。
し

っ
か
り
し
た
指
導
者
も
い

ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
、
ま
た
、
お
友

達
と
総
合
公
園
ま
で
散
歩
の
つ
も
り
で

遊
び
に
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

仲
間
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ｃ

空

手

協

会

横
田
　
兼
次

（桜
丘
三
）

今
年
も
元
旦
の
初
稽
古
は
、
宇
美
八

幡
宮
に
参
拝
し
境
内
で
始
め
ま
し
た
。

裸
足
で
二
、
三
度
の
気
温
、
濡
れ
た

足
場
、
凍
り

つ
く
冷
た
さ
で
初
体
験
の

低
学
年
は
、
最
後
ま
で
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ

流
し
て
頑
張
り
通
し
ま
し
た
。

大
会
動
機
は
、
強
く
な
り
た
い
、
避

し
く
な
り
た
い
、
そ
の
よ
う
な
子
に
、

さ
せ
た
い
親
心
の
人
が
ほ
と
ん
ど
と
思

わ
れ
ま
す
。
技
術
ば
か
り
学
ぼ
う
と
し

て
、
心
術
を
忘
れ
、
礼
節
を
軽
ん
じ
る

子
供
が
多

い
現
在
、
ま
ず
挨
拶
、
自
分

の
履
物
を
揃
え
る
事
が
大
切
だ
と
言
う

事
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

百
余
名
の
会
員
が
志
免
、
桜
丘
両
道

場
で
、
世
利
先
生
よ
り
週
五
日
間
、
低

級
者
と
上
級
者
に
分
け
、
三
時
間
近
く

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
空
手
は
、
講
道
館
柔

道
と
異
り
、
五

つ
の
流
派
が
あ
り
、
そ

の
中
で
も
最
大
で
全
国
組
織
の
空
手
協

会
の
会
員
で
あ
る
事
は
、
大
変
幸
せ
だ

と
思
い
ま
す
。

志
免
町
武
道
大
会
は
も
と
よ
り
、
協

会
所
属
の
近
郊
八
道
場
が
参
加
す
る
、

筑
紫
支
部
大
会
で
は
毎
年
総
合
優
勝
を

し
て
い
ま
す

又
、
県
下
約
五
千
名
の
中
か
ら
、
各

ラ
ン
ク
ベ
ス
ト
８
が
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
が
、
志
免
道
場
か
ら
毎
年
六
～

七
名
が
出
場
し
、
上
位
入
賞
し
て
い
ま

す
ｃ空

手
道
は
、
単
純
な
基
本
の
繰
り
返

し
が
上
達
の
道
で
す
が
、
時
に
は
楽
し

み
を
味
わ
す
為
、
も
ち

つ
き
大
会
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

相

撲

協

会

網
中
　
司
（中
央
小
六
年
）志
免
二

僕
は
、　
一
年
生
の
時
、
相
撲
は
ど
ん

な
も
の
か
と
思

い
、
相
撲
教
室
に
入
り

ま
し
た
．

し
か
し
、　
一
ヶ
月
ぐ
ら

い
で
練
習
が

き
つ
く
て
、
辞
め
ま
し
た
。

二
年
生
の
時
、
志
免
二
の
相
撲
大
会

に
出
場
し
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
も
う

一
度
相
撲
教
室
に
入
り
ま
し

た
ｃ前

と
は
違

い
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

色
々
な
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

五
年
生
の
時
、
県
大
会
の
粕
屋
郡
代

表
と
し
て
、
出
場
し
、
篠
栗
町
や
宇
美

町
の
人
達
と
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

又
、
こ
の
大
会
で
は
、
み
ご
と
団
体
で

優
勝
し
、
九
州
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
で

は
、
準
決
勝
で
、
昨
年
優
勝
し
て
い
る

鹿
児
島
県
チ
ー
ム
に
勝
ち
、
決
勝
で
は

地
元
熊
本
県
チ
ー
ム
に
敗
れ
た
も
の
の

準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

い

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

六
年
生
で
は
、
「
と
び
う
め
国
体
」
志

免
町
民
体
育
館
土
俵
落
成
記
念
大
会
で

個
人
の
部
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

国
体
の
会
場
と
な
る
、
こ
の
体
育
館

で
相
撲
を
と
ら
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、

一
番
良

い
思

い
出
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「 広報 じめまち」 と一緒 に保管 していただけれ ば幸 いです 。

・醸
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相
撲
教
室
に
入

っ
て
、
色
々
な
事
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「礼
儀
」
、

「キ
抱
」
、
「
忍
耐
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
相
撲
の
練
習
で
学
ん

だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
何
事
に
も
く
じ

け
ず
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま

す
。

柔

　

道
　
　
部

柔

道

の

友

達

安
河
内
啓
太

⌒中
央
小
３
年
）

ぼ
く
が
、
柔
道
を
始
め
た
の
は
、
小

学
校

一
年
生
の
と
き
か
ら
で
す
。

最
初
は
、
粕
屋
町
柔
道
教
室
で
習

っ

て
い
ま
し
た
が
、
小
学
校
二
年
生
の
と

き
志
免
柔
道
教
室
に
変
わ
り
ま
し
た
．

始
め
は
、
友
達
も
い
な
か

っ
た
の
で
つ

ら
か

っ
た
け
ど
、
人
部
し
て
す
ぐ
に
試

合
が
あ
り
ま
し
た
ｃ

ぼ
く
も
選
手
に
な
れ
た
の
で
、
頑
張

り
ま
し
た
ρ

そ
の
と
き
、
み
ん
な

一
生
け
ん
め

い

応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
ｃ

そ
れ
か
ら
今

で
は
た
く
さ
ん

の
友
達
が

で
き
て
と
て
も
楽
し

い
で
す
。

二
月
は
、
三
度
試
合
が
あ
る
の
で
、

メ
ダ

ル
が
も
ら
え
る
よ
う

に
、
が
ん
ば

り
ま
す
。豊

福
あ
き
ひ
ろ

（西
小

一
年
）

ぼ
く
は
、
け

い
た
君
が
柔
道
を
始
め

た
の
で
、
見
に
行

っ
た
ら
す
ご
か

っ
た

か
ら
習

い
た
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、

い
っ
し

ょ
う
け
ん
め

い
に

れ
ん
じ

ゅ
う
を
し
て
、
二
回
ゆ
う
し
ょ

う
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ

て
、

い
い
せ

い
せ
き
を
と
り
た

い
と
お

も

い
ま
す
。

お
に
い
ち

ゃ
ん
た
ち
も
み
ん
な
や
さ

し

い
人
ば
か
り
で
す
。

各
種
大
会

・
教
室
等
に

ぜ
ひ
ご
参
加
を
／

（予
定
）

※
詳
し
く
は
各
部

・
協
会
ヘ

〔バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
〕

５
月
　
第
１６
回

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

６
月
　
第
１６
回

春
季
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

７
月
　
第
１４
回

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
１０
回

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

１２
月
　
第
２
回

秋
季
ジ
ユ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

〔硬
式
テ
ニ
ス
協
会
〕

４
月
～
６
月
　
春
季
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル

６
月
　
町
内
大
会

９
月
～
１１
月
　
秋
季
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル

ーー
月
　
町
内
大
会

〔相

撲

協

会
〕

６
月
～
１１
月
　
相
撲
教
室

〔ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
〕

５
月
　
第
２
回

成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

７
月
　
第
Ｈ
回

ジ

ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

〔卓
６

月
〔剣

８

月

１０

月

１

月〔バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〕

２
月
　
志
免
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
会

第
３９
回

粕
屋
郡
民
体
育
大
会

０
と
　
き
　
７
月
８
日
（
日
）

０
と
こ
ろ
　
部
内
８
町
分
散
会
場

志
免
町
＝
剣
道

・

軟
式
庭
球

郡
内
８
町
の
選
手
が
、
日
頃
の
鍛
錬
を

競
う
郡
民
体
育
大
会
が
、
右
記
の
と
お

り
行
な
わ
れ
ま
す
ｃ

皆
さ
ま
の
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｃ

第
３３
回

福
岡
県
民
体
育
大
会

（
秋
季
大
会
）

〇
と
　
き
　
８
月
２６
目
（日
）
～

２７
日
（月
）

○
と
こ
ろ
　
筑
後
地
区

球
　
部
〕

第
２
回
卓
球
大
会

道
　
部
〕

暑
中
稽
古
会

岩
崎
神
社
剣
道
大
会

寒
中
稽
古
会

４

月

～

１０

月

女
性
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

４
／
８
　
歩
こ
う
／

レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
大
会

６
月
　
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

体
カ
テ
ス
ト
会

８
／
５
　
中

・
高
校
生
球
技
大
会

Ｈ
／
Ｈ
　
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会

Ｈ
／
２５
　
武
道
大
会

３

年

２

／

３公
民
館
対
抗
綱
引
き
大
会

町
民
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
催
し
を

行

っ
て
い
ま
す
っ

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

「広報 じめ まち」 と一緒 に保管 していただければ幸 いです 。

町
主
催
大
会
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健
康
づ
く
リ

の
た
め
の

食
生
活
づ
く
り

健
康

・
体
力
を
保
持
増
進
す
る
た
め

の
食
生
活
の
条
件
と
し
て
最
も
基
本
的

な
こ
と
は
、
か
ら
だ
に
必
要
な
炭
水
化

物

・
脂
肪

・
た
ん
ば
く
質

・
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
を
過
不
足
な

′
ヽヽ
と
る
こ
と
で
す
ｃ

―
二

日
３０
食
品
を
目
標
に

―

必
要
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
過

不
足
な
く
取
る
た
め
に
、
料
理
の
素
材

と
し
て
使
用
す
る
食
品
の
数
と
し
て
は
、

一
日
３０
食
品
を
目
標
と
す
る
と
よ
い
で

‐
）
レホ
”つノＣ

―

主
食

。
主
菜

・

副
菜
を
そ
ろ
え
て

―

主
食
と
は
、
米

・
バ
ン

・
め
ん
類
な

ど
の
穀
物
．

主
菜
Ｌ
は
、魚
や
肉
・卵
。大
豆
製
品
な

ど
を
調
理
し
副
食
の
中
心
と
な
る
も
の
．

副
莱
と
は
、
主
菜
に
つ
け
あ
わ
せ
る

野
菜
な
ど
を
調
理
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

食
事
は
、
主
食

・
主
菜

・
副
莱
を
そ

ろ
え
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま

‐
）
よ
う
●

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
は
肥
満
を

招
き
、
心
臓
病

・
糖
尿
病
な
ど
の
成
人

病
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
．́

一
方
、
日
常
生
活
の
中
で
か
ら
だ
を

動
か
し
て
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
運
動
不

足
は
、
体
力
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
成
長
や
健
康
維
持
の
上
か
ら
も
好

ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
ｃ
運
動
不
足
の
状

態
で
摂
取

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し
て
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
り
、
積
極
的

に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、
そ
れ
に
見
合

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
摂
取
し
て
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
．

脂
肪
に
つ
い
て
は
、
不
足
状
態
が
続

く
と
、
脳
卒
中
や
高
血
圧
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
、
過
剰
摂
取
が
続
け
ば
心
臓

病
、
糖
尿
病
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。―

動
物
性
の
脂
肪
よ
り

植
物
性
の
油
を
多
め
に

―

動
物
性
の
脂
肪

（魚
類
を
の
ぞ
く
一

を
多
く
摂
り
す
ぎ
る
と
、
動
脈
硬
化
を

促
す
原
因
に
な
る
の
に
対
し
て
、
魚
類

の
脂
肪
及
び
植
物
性
の
油
は
、
動
脈
硬

化
を
抑
制
す
る
作
用
の
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
●

植
物
性
の
油
を
多
め
に
と
り
ま
し
よ
う
３

食
塩
の
と
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
や
脳

卒
中
な
ど
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
．

―

食
塩
は

一
日
１０
９

以
下
を
目
標
に

―

我
が
国
の
場
合
、
食
塩
を
多
く
と
り

す
ぎ
る
習
慣
が
あ
る
こ
と
か
ら
、当
面
、

成
人
の
食
塩
摂
取
量
を

一
日
１０
グ
ラ
ム

以
下
と
す
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
も
の

で
す
。

（
欧
米
諸
国
で
は
、
５
グ
ラ
ム

以
下
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
ご

―

調
理
の
工
夫
で

む
り
な
く
減
塩

―

塩
分
の
多

い
食
品
の
摂
取
を
減
ら
す

だ
け
で
な
く
、
調
理
の
上
で
工
夫
す
る

と
む
り
な
く
減
塩
で
き
ま
す
．

み
つ
ば
や
レ
モ
ン
な
ど
香
料
、
酸
味

の
あ
る
食
品
を
使
う
こ
と
に
よ
り
塩
分

の
多

い
調
味
料
の
使
用
を
控
え
る
こ
と

が
で
き
ま

（０
　
）

主 食
副菜    王菜

E「体
力
づ
く
リ

中

の

『
ス
ポ
ー
ツ
の
前
に

準
備
運
動
を
』

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も
簡
単
に
で

き
る
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
た
め
の
運
動
で
す
。

〈
首
の
運
動
〉

●
頭
を
左
右

。
前
後
に
倒
す
．

●
首
を
ス
ム
ー
ズ
に
回
す
。

〈
肩
の
運
動
〉

●
両
肩
を
上
下
さ
せ
る
．

〈
手
と
指
の
運
動
〉

●
両
腕
を
前
に
伸
ば
し
、
握
り
二

ぶ
し
を
し

っ
か
り
握
り
、
次
に

手
を
拡
げ
る
．

●
両
腕
を
だ
ら
り
と
お
ろ
し
、
手

首
か
ら
ゆ

っ
く
り
振
る
．

〈
足
の
運
動
）

●
足
首
を
ゆ
っ
く
り
大
き
く
回
す
．

〈
腕
の
運
動
〉

●
頭
上
高
く
片
腕
を
伸
ば
し
ゆ

つ

く
り
お
ろ
す
こ

〈
腕
と
胴
体
の
運
動
〉

図
の
よ
う
に
手
の
ひ
ら
を
外
側
に

向
け
て
片
腕
を
後

へ
ま
わ
す
．

こ
の
時
、

頭
、
一月
も

ゅ

っ
く
り

回
す
。

《
腰
の
運
動
》

《
ア
キ
レ
ス
腱
と

ふ
く
ら
は
ぎ
を
の
ば
す
》
）

←

《手
足
（腕
脚
）を

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
振
る
》

´つ
寧も

は

M
ひざを胸の前ヘ

持ってくる。

手足をリラックスして

リズミカルに前後に振

る。

両足を前後に開き

前足をまげ後ろ足

をのばす。

α
λヽJ

床』:::}I
できるだけ後へ仲ばす。

編集後記

平
成
二
年
は
、
″
と
び
う
め
団
体
″
「相
撲
競
技
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
員

一
人
ひ
と
り
が
国
体
の
成
功
と
、
町
民
の
社
会
体
育
、

生
涯
教
育
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
づ

く
り
の
活
動
源
と
な
り
、
ま
た
、
こ
の
広
報
が

一
役
を
に
な
う
な

ら
ば
幸

い
で
す
。

印刷所1有 1清 原印刷「 広報 じめ まち」 と一緒 に保管 していただければ幸 いです 。

多
様
な
食
品
で

・栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

日
常
の
生
活
活
動
に

見
含
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ト
を

脂
肪
は
量
と
質
を
考
え
て

喰
蕉
ｔ
ｔ

，
ぜ
●

■
■
●
一
な
●
よ

，
に


